








➤  自分が会社を変えるという強い決意を!

  それでは、今年度の重点施策について説明します。
  第一は、当初から続いた自分で考えるという
意識改革をさらに展開することです。
  第二は、会社のために働くのではなく、自分自身
のために働くという意識です。会社のために働く
ということは、何かトラブルが起きた時に、直ぐに
対策を取らずに言い訳ばかりして会社に責任を
転嫁し、逃げることにもつながります。自らが自らの
意思で働くことにより、その過程の中に創造的な
喜びや真の達成感を見つけ、「自分が会社を変える」
という意識になります。是非、強い意気込みを持って
仕事に取り組んで頂きたいと思います。
  第三に、約束を守るということです。約束を守ら
ないことは信頼を失うことです。例えば、「ハイ」と
答えたのならば、放置することなく、責任を持って
言われた通りに最後まで遂行して下さい。もし
上司に言われたことと違うことを行う場合は、
自分勝手な判断はせずに上司へ報告・相談をして
下さい。そして、「約束を守ること」をキヤノン電子の
社風にして下さい。

➤  今年の一年、緊張感を持って仕事をして下さい。
以上、よろしくお願いします。

➤  今年は世界のキヤノン電子となる為の存在意義
を見つめ直そう  !

  受託事業においては、キヤノングループの中での
キヤノン電子の存在意義を今一度見つめ直す必要
があります。LBP事業部、事務機コンポ事業部は、
関係者全員が一体となり、中国、タイ、ベトナムに
勝つには何をなすべきかを良く考えて行動して
下さい。それは低コスト・高品質で使いやすく、
顧客の喜ぶ商品の創出です。「キヤノン電子に任せ
ればあらゆる面で安心だ」といわれるようになり
ましょう。そして、全ての面で他社の追従を許さない
ように最大限の注意と努力をして下さい。
  LBP事業、事務機コンポ事業部だけでなく全ての
事業部においていえることですが、他社の追従を
許さない体制を構築するためにまず、第一に、
「営業活動を昨年以上に積極的に展開する」必要が
あります。今年は顧客への訪問回数を昨年の2～3倍
にして、顧客との接触機会を増やし、ライバル企業
との競り合いに勝たなければなりません。特に
将来に向けて顧客ニーズを掴む必要があります。
これを必ず実行して下さい。
  第二に、研究開発については、顧客のニーズを
取り入れた新しいアイディアを積極的に取り入れ、
顧客が是非とも購入したいと思うような商品の開発
を進めることが大切です。昨年までと同じ考え方
で、同じものを作るのではなく、小さくて高性能な
ものなどに変えていかなければなりません。開発
全員が融和して、どんどんアイディアを出し合って、
新しいものに「失敗を恐れずに挑戦」していかな
ければ、進歩はなく、競争力もなくなっていき
ます。同時に生産しやすい設計が求められます。

いいかえれば、生産の初期段階で不良が発生しない
設計をすることです。
  第三に、生産部門は、顧客の要求する品質(着荷
不良ゼロ、生産ライン内不良ゼロ )、数量、納期を
必ず守ることです。特に不良の原因の大半はポカ
ミスです。「組立方法を変更したのに従来の方法で
やってしまった」、「正しく確認もしないでチェック
リストに確認のレを入れたりする」等、お互いの
連絡ミス、コミュニケーション不足及び緊張感不足
で発生する不良が多々あります。品質不良を出さ
ないためにも、同じ目的意識を持ちコミュニケー
ションの向上に励み、緊張感を持って仕事に専念
して下さい。

  以上のことを確実に実行していくことで、今年度
の経営目標を達成できると思います。これは、昨年
度の厳しい状況の中で、既にみなさん自身があら
ゆる挑戦をし、一生懸命に取り組み、その荒波を
乗り越えてきた経験があるからです。各事業部が
お互いに助け合いながら、開発、生産、営業、管理
機能が一体となり、是非自信を持って行動して
欲しいと思います。特に各々の職場においては、
「品質不良は絶対に出さない」という強い決意で、
細かいところにも気を配り行動するようにして
下さい。この「品質不良を絶対に出さない」という
意識が非常に大切です。「品質不良により発生する
廃却費用」は本来、社員であるみなさんに還元される
べきものであり、その権利を自ら逃していること
になります。つまり、品質不良は、自らの首を自らで
締めている「悪」ということを心得て頂きたいと
思います。
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